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　『
ひ
み
つ
基
地
ど
き
ど
き
』は
、「
い

い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館
」北
側

の「
ふ
か
や
風
の
子
広
場
」に
あ
り
ま

す
。陽
射
し
が
差
し
込
む
室
内
は
、美

し
い
木
目
が
印
象
的
で
、冬
で
も
裸
足

で
遊
べ
る
位
ぽ
か
ぽ
か
で
す
。

　『
ど
き
ど
き
』は
令
和
２
年
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。入
れ
替
え
制
で
小
ま

め
に
清
掃
を
行
い
、新
型
コ
ロ
ナ
対
策

は
も
と
よ
り
利
用
者
さ
ん
の
安
全
面

に
配
慮
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

木
の
温
も
り
に
あ
ふ
れ
る
室
内
に
、
創
造
性
を
育
む
仕
掛
け
が
い
っ
ぱ
い

冬
こ
そ

 

、
ど
き
ど
き
！
ひ
み
つ
基
地
で
遊
ぼ
う
！

ほっこり温かな空間くつろいで遊べます

「日本で最も美しい村」連合の村ま
つりが「TOKYO TORCH」（トウキョウ 
トーチ／東京都中央区）で開かれ、
小宮民俗芸能保存会の皆さんがス
テージで田植え踊りを披露しました。
高層ビルに囲まれた広場での舞い
はコントラストの鮮やかさが際立ち、
人々を一層惹きつけていました。

　
温
か
な
雰
囲
気
、他
に
は
な
い
遊
具

な
ど
を
気
に
入
っ
て
、リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ご
家
族
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　
ま
た
、『
ど
き
ど
き
』に
隣
接
す
る

ド
ッ
グ
ラ
ン『
わ
ん
こ
の
庭
の
び
の
び
』や

『
ふ
か
や
風
の
子
広
場
』も
、た
く
さ
ん

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方
、見

学
も
O
K
で
す
。冬
も
ど
き
ど
き
を
、

ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

仕切りのあるスペース。それ
ぞれに置かれている遊具が
異 なりま す。パ ズ ル や 積 み
木も様々な種類があり、小グ
ループでじっくり遊べます。

ひみつ基地どきどき
ふかや風の子広場  屋内運動施設

身体を思いっきり
動かせる大型遊
具も人気。滑り台
はホールの中央
にあります。

今月
の話
題

vol.
31

 遊びに

 来てね！

■休館　毎週水曜日／年末年始
■利用料　無料

季
節
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
。。

手
触
り
の
や
さ
し
い
木
製
遊
具
。

思
わ
ず
集
中
！
つ
く
る
の
楽
し
い
ね
。

大
き
な
木
製
の
滑
り
台
。

ぴょんぴょんドーム。

■保護者の方と一緒にご利用ください。
■施設利用のルールを守ってご利用ください。

■時間による入れ替え制です。
  （混雑時に入館制限を行う場合があります）
　　　１回目　午前10時〜正午
　　　２回目　午後１時〜２時30分
　　　３回目　午後３時〜４時

ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
作
品
集
！
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魅力
満載  

飯舘村の真ん中で子どもたちの笑顔が輝いています。10月末に開催された、いいたてっ子発表
会「赤蜻祭」の様子と合わせて、「いいたて希望の里学園」の魅力を紹介します。

いいたて希望の里学園

２階の多目的ホールは、主に
ワークショップやオンライン交
流、全校集会などで活用してい
ます。「いいたて学」などで探究
活動を行う際には、最新の大型
電子黒板５台を並べ、互いの考
えを共有しながら話し合いを深
めています。

今年度は、令和の日本型教育で求められている「ファシリテーション能力」の育成に力を入れ、子どもたち
同士が話し合いを進めながら、主体的に問題解決・合意形成ができるようにしています。

木
の
温
も
り
あ
ふ
れ
る
校
舎
に

最
新
教
育
機
器
を
整
備

豊
か
な
心
を
育
み

学
び
を
深
め
て
い
ま
す

　
令
和
２
年
４
月
に
開
校
し
た『
い
い

　
令
和
２
年
４
月
に
開
校
し
た『
い
い

た
て
希
望
の
里
学
園
』。３
つ
の
小
学

た
て
希
望
の
里
学
園
』。３
つ
の
小
学

校（
草
野
小・飯
樋
小・臼
石
小
）と
飯

校（
草
野
小・飯
樋
小・臼
石
小
）と
飯

舘
中
学
校
を
統
合
し
て
誕
生
し
た

舘
中
学
校
を
統
合
し
て
誕
生
し
た

義
務
教
育
学
校
で
す
。旧
飯
舘
中
学

義
務
教
育
学
校
で
す
。旧
飯
舘
中
学

校
を
改
修
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
校
舎

校
を
改
修
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
校
舎

は
、村
役
場
や
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
同
じ

は
、村
役
場
や
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
同
じ

セ
ン
タ
ー
地
区
に
あ
り
、『
ま
で
い
の

セ
ン
タ
ー
地
区
に
あ
り
、『
ま
で
い
の

里
の
こ
ど
も
園
』と
も
隣
接
し
て
い

里
の
こ
ど
も
園
』と
も
隣
接
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　
震
災
時
の
全
村
避
難
に
伴
い
、学
校

　
震
災
時
の
全
村
避
難
に
伴
い
、学
校

も
平
成

も
平
成
3030
年
３
月
ま
で
村
外
の
仮
設

年
３
月
ま
で
村
外
の
仮
設

校
舎
に
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
逆
境
を

校
舎
に
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
逆
境
を

も
一つ
の
教
育
環
境
と
捉
え
た
積
極
的

も
一つ
の
教
育
環
境
と
捉
え
た
積
極
的

な
教
育
活
動
で
、小
中
学
校
共
に
多

な
教
育
活
動
で
、小
中
学
校
共
に
多

特集１  

　　　　　　  教育目標　　

　　  夢ふくらませ  道を拓く 
             自ら学ぶ力  認め合う心  健全な心身

夢や目標に向かって粘り強く取り組もう
   〜目標にむかって、コツコツとことん〜

                令和４年度重点目標

く
の
成
果
を
残
し
ま
し
た
。学
校
は

く
の
成
果
を
残
し
ま
し
た
。学
校
は

避
難
を
終
え
て
村
内
に
戻
り
、令
和

避
難
を
終
え
て
村
内
に
戻
り
、令
和

２
年
４
月
に
、被
災
地
初
の
義
務
教
育

２
年
４
月
に
、被
災
地
初
の
義
務
教
育

学
校
と
し
て『
い
い
た
て
希
望
の
里
学

学
校
と
し
て『
い
い
た
て
希
望
の
里
学

園
』が
開
校
し
ま
し
た
。

園
』が
開
校
し
ま
し
た
。

　
開
校
か
ら
３
年
目
。『
い
い
た
て
希

　
開
校
か
ら
３
年
目
。『
い
い
た
て
希

望
の
里
学
園
』は
、少
人
数
教
育
と
豊

望
の
里
学
園
』は
、少
人
数
教
育
と
豊

か
な
教
育
環
境
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

か
な
教
育
環
境
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、義
務
教
育
学
校
と
し
て
の
先
進
的

し
、義
務
教
育
学
校
と
し
て
の
先
進
的

な
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

な
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　　
1111
月月
2525
日
現
在

日
現
在
7777
人
が
在
籍
し
て

人
が
在
籍
し
て

お
り
、こ
ど
も
園
を
合
わ
せ
る
と
、村

お
り
、こ
ど
も
園
を
合
わ
せ
る
と
、村

の
園・学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
人

の
園・学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
人

数
は
１
２
０
人
で
、そ
の
う
ち

数
は
１
２
０
人
で
、そ
の
う
ち
5151
人
が
人
が

村
内
に
居
住
し
て
い
ま
す
。

村
内
に
居
住
し
て
い
ま
す
。

今日はどんな楽しいことが待っているのかな。
バスプールから昇降口へ走り出す児童。

※ファシリテーション＝問題解決に向けた話し合いなどで共通認識や相互理解を促進するためのサポートを行う手法
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いいたてっ子発表会「赤蜻祭」

　10月29日に開催された、いいたてっ子発表
会「赤蜻祭」。１年生から９年生が力を結集し、
「届けよう、ぼくらの想いを…」をスローガンに、
「いいたて学」で学んだことを生かしながら、
魅力いっぱいのステージ発表を行いました。

い
い
た
て
学

　「いいたて学」は、義務教育学校ならではの独自教科です。地域と連携した探究
的な学習を通して“いいたて”を学んでいます。１年生から９年生が体系的なカリキュ
ラムの中で、飯舘村の自然・文化・歴史・伝統を学び、発信することによって、飯舘村
の伝統を継承し、未来の飯舘村を支える人材を育成することを目指しています。
　いいたてっ子発表会「赤蜻祭」では、後期課程が学びの成果を学年ごとに発表し
ました。前期課程の発表の中にも、「いいたて学」の学びが散りばめられています。

後 期 課 程 による「小 宮 の 田 植え踊
り」。保 存 会 の 協 力を得 な がら、先
輩から後輩へと村の伝統が受け継
がれています。

後期課程は、赤蜻祭や学校ホーム
ページなどで「いいたて学」での学
びを発信しています。写真は７年生
の発表で『飯舘村の過去』。

1・２ 年 生 の 劇『ももたろう・飯 舘 V e r .（ バ ージョ
ン）』。桃太郎がきびだんごの代わりに「凍み餅」を
配り、個性豊かな家来を味方に鬼退治！ 楽しい演
技で観客を魅了しました。

５・６年生はオリジナルの歴史劇『義経』を熱演。衣
装の製作から照明まで、子どもたちが取り組みまし
た。本番では見応えある演技や立ち回りで大きな
拍手を浴びました。

村民に太鼓の手ほどきを受けながら、進化を続け
る学園オリジナルの『いいたて元気太鼓』。前期課
程の児童が気合いを込め息を合わせて見事な演
奏を披露しました。

３・４年生の劇『どろぼう学校』。盗んだものは、授
業で学んできた「ごんぼっぱ」や先生方の持ち物な
ど大事なものばかり。ユーモアたっぷりの演技で会
場を沸かせました。

せ き      しょう     さ い

特設ダンス部 全校合唱「ふるさと」

魅力
満載  いいたて希望の里学園
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全
児
童
生
徒
に
配
付
さ
れ
て
い

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
、日
常
的
に

授
業
や
家
庭
学
習
で
活
用
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、修
学
旅
行
や
宿
泊
学

習
、校
外
学
習
で
も
常
に
携
帯
し
、

そ
の
場
で
ク
ラ
ウ
ド
上
に
気
づ
い
た

こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
記
録
す
る

な
ど
し
て
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
学
習

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
場
面
で
幅
広
く
I
C
T

教
育
を
進
め
、情
報
活
用
能
力
や
、

個
人
・
集
団
に
お
け
る
問
題
解
決

能
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。

一人１台のタブレットを
駆使して、情報活用能力や
問題解決能力を育てます

I C T教育

児童生徒のタブレット端末の画面を電子黒板に映し、
意見や考えを共有しながら授業や話し合いを進める
ことができます。

外国語教育

「イングリッシュルーム」には、世界の国旗や単語カードが並
び、入っただけで英語への興味関心が高まるように工夫され
ています。最近では、キャメロン先生の友人でアメリカ在住の
ニキータ先生とのオンライン交流を楽しんでいます。

読書・ＮＩＥ
　
高
度
情
報
化
社
会
・Ａ
Ｉ
時
代

を
生
き
抜
く
た
め
に
情
報
を
正

し
く
読
み
解
く「
読
解
力
」が
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
園
で
は
、朝
の
時
間
に
週
２

回
ず
つ
の
読
書
タ
イ
ム
と
新
聞
タ

イ
ム
を
設
け
、読
解
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
前
期
課
程
で
は
、日
常
的
に
本

を
読
む
習
慣
が
身
に
つ
き
、休
み

時
間
に
２
階
の
読
書
ス
ペ
ー
ス
で

本
に
親
し
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
て

い
ま
す
。後
期
課
程
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
な
ど
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
新

聞
記
事
を
切
り
抜
き
付
箋
紙
に

自
分
の
考
え
を
書
く
な
ど
し
て
、

批
評
的
に
読
む
力
・
書
く
力
を
向

上
さ
せ
て
い
ま
す
。

朝に読書・新聞タイム！
学校生活の中で「読む習慣」を
育んでいます

　
外
国
語
活
動
・
外
国
語
の
授
業

は
、３
階
の『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
』で
行
っ
て
い
ま
す
。担
当
は
後

期
課
程
の
三
浦
有
矢
先
生
、根
本

奈
於
先
生
、外
国
語
指
導
助
手
の

キ
ャ
メ
ロ
ン・ノ
ー
ル
先
生
。少
人
数

で
英
会
話
を
学
ん
だ
り
、英
語
の

歌
や
ダ
ン
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り

し
な
が
ら
、楽
し
く
英
語
で
表
現

す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

　
学
園
で
は
、１
年
生
か
ら
外
国

語
や
外
国
の
文
化
に
親
し
む
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
て
授
業
の
回
数
が
増

え
、学
ぶ
内
容
も
よ
り
実
践
的
な

も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

レ
ッ
ツ
　
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら

英
語
に
親
し
も
う

いいね！

いいね！

いいね！

※ICT＝Information and Computer Technology＝情報通信技術

※NIE＝Newspaper in Education＝新聞を教材として活用する活動

昼休みの本の貸し出しタイムには、２階の読書
スペースにある図書棚から好きな本を選び、友
だちとテーブルを囲んで楽しそうに本を読む姿
が見られます。

魅力
満載  いいたて希望の里学園

体育の授業や部活動でも機器を活用しています。先
生がタブレット端末で記録した映像を、電子黒板で再
生。映像で動きを確認し、学びを深めます。
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小
中
一
貫
教
育
を
行
う
学
園
で

は
、６
歳
か
ら
15
歳
の
児
童
生
徒

が
同
じ
学
び
舎
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。長
い
期
間
を
共
に
過
ご
す
子

ど
も
た
ち
の
つ
な
が
り
に
は
、家

族
の
よ
う
な
温
か
さ
が
あ
り
ま

す
。校
内
の
清
掃
や
異
学
年
交
流

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、学
年
を
越
え
た

活
動
が
当
た
り
前
と
な
り
、代
々

続
く
上
学
年
の
面
倒
見
の
よ
さ
、

先
輩
後
輩
の
仲
の
よ
さ
が
、校
風

と
し
て
し
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま

す
。隣
接
す
る
こ
ど
も
園
と
も
交

流
し
て
い
ま
す
。

互いをよく知り認め合う
家族のようなつながりは
培われてきた素晴らしい校風

学年を越えた強い絆

小さい時に年長者から受けた優しさを、大き
くなったら次の代へ。経験から学び自然に身
に付く振る舞いが、随所に現れます。

村民との交流が活発に

前期課程３・４年生は、学校の畑で凍み餅
の材料となるごんぼっぱ栽培に挑戦しまし
た。達人に一から学ぶことで、子どもたちも
ごんぼっぱの達人に育っています。

　
義
務
教
育
学
校
と
し
て
３
年
目
、（
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
は
あ
り
ま
す
が
）よ
う
や
く

通
常
の
教
育
活
動
を
実
施
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。村
か
ら
整
備
し
て
い
た

だ
い
た
素
晴
ら
し
い
教
育
環
境
や
多
く

配
置
さ
れ
て
い
る
教
職
員
な
ど
の
人
的

環
境
を
フ
ル
に
生
か
し
、タ
ブ
レ
ッ
ト
や
大

型
電
子
黒
板
を
活
用
し
た
最
新
の
教
育

活
動
も
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
、「
い
い
た
て
学
」を
通
し
て
多

く
の
村
民
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
日
常
的
に
活
用
し
な
が
ら
、友
だ
ち

と
協
力
し
て
課
題
を
解
決
し
た
り
、自
分

の
考
え
を
生
き
生
き
と
表
現
し
た
り
し

な
が
ら
、飯
舘
村
に
誇
り
を
も
っ
て
学
校

生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
使
命
は
、原
発
事
故
に
伴
う

避
難
を
経
験
し
た
飯
舘
村
の
た
だ
1
つ

の
学
校
と
し
て
、地
域
が
期
待
し
、地
域

の
希
望
と
な
る
人
材
の
育
成
で
す
。こ
れ

か
ら
も
原
点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、本
校

の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

豊
か
な
教
育
環
境
と

少
人
数
教
育
の
よ
さ
を
生
か
し

可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す

　
新
し
く
作
ら
れ
た
畑
で
の
ご
ん

ばっ
ぱ
や
え
ご
ま
、大
豆
な
ど
の
栽
培

活
動
、二
枚
橋
地
区
で
の
田
植
え・稲

刈
り
体
験
、凍
み
餅
な
ど
の
伝
統
食

づ
く
り
な
ど
で
は
、多
く
の
村
民
講

師
や
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
、協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　「
農
業
の
達
人
」か
ら
学
ぶ
栽
培

活
動
で
は
、達
人
が
何
度
も
足
を

運
ん
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
。お
か
げ

で
無
事
に
収
穫
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た『
し
み
じ
み
マ
ス

タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』（
凍
み
餅
づ
く

り
を
通
し
て
村
の
食
文
化
を
学
ぶ
）

に
つ
い
て
は
、凍
み
餅
が
完
成
す
る

頃
、改
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。

田んぼで畑でキッチンで
体験を通して大先輩から
村のよさを学んでいます

いいたて希望の里学園
校長　山田 徹 先生

いいね！

いいね！

魅力
満載  いいたて希望の里学園

令和４年12月号令和４年12月号 1010令和４年12月号令和４年12月号1111



令
和
４
年
度  

飯
舘
村
表
彰
式

秋の全国火災予防運動を実施

防火安全DVDを各事業所へ

防火安全協会から、村内の各事業所向けに、「防
火安全DVD」が寄贈されました。消防点検の際
に不備がなく見本となる公共施設であるとして、
交流センター「ふれ愛館」が、村内事業所を代表
して10月25日に贈呈を受けました。

企業消防隊消防資機材引渡し式

11月9日、菊池製作所（草野）で「企業消防隊消防
資機材引渡し式」を行いました。村内初の企業消
防隊の発足です。杉岡村長が協力に謝意を伝え、
齋藤政宏統括工場長（前田）が「訓練を行い地元・
飯舘村を守っていきたい」と決意を述べました。

　消防飯舘分署では １１月９日から１５日ま
での火災予防運動週間中に、関係機関と
合同で火災予防の働きかけを行いました。
　期間中、 飯舘村消防団が、各行政区
に分かれて防火パレードを実施し、村民に

「火の用心」を呼び掛けた他（写真1）、11
月１３日には、道の駅までい館において、消
防団員・道の駅職員・飯舘分署職員による
合同火災対応訓練を実施し、火災時の避
難誘導や消火活動時における三者間の連
携について確認を行いました（写真２） 。

消防飯舘分署から

　飯舘村女性消防隊では、「第39回いい
たて村文化祭」において消防広場を出展
し、防火グッズの配布や水消火器による消
火体験を行いました。また、来場した子ども
たちに子ども用防火衣を着てもらい消防
車の前で記念撮影を行った他、「我が家
から火災を出さない」を合言葉に、来場者
に住宅火災の予防を訴えました（写真３）。

女性消防隊が火災予防をＰＲ

飯
舘
村
消
防
団

防
火
パ
レ
ー
ド
出
発
式

道
の
駅
ま
で
い
館
に
て

合
同
火
災
対
応
訓
練

飯
舘
村
女
性
消
防
隊

火
災
予
防
Ｐ
Ｒ
活
動

１

２

３

　
11
月
18
日
、令
和
４
年
度「
飯
舘
村
表
彰
式
」が
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」で
行
わ
れ
、６
人
の

方
が
功
労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、村
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、村
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。例

年
９
月
30
日
の「
村
民
の
日
」に
行
わ
れ
て
い
る
表
彰
式
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

期
を
避
け
11
月
に
行
い
ま
し
た
。

功
労
表
彰

飯
舘
村
議
会
議
員
８
年

功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

飯
舘
村
議
会
議
員
８
年
　

う
ち
村
議
会
議
長
４
年

第
２
行
政
区
長
12
年
　

う
ち
行
政
区
長
会
長
６
年

飯
舘
村
民
生
委
員・児
童
委
員
20
年

飯
舘
村
民
生
委
員・児
童
委
員
20
年
　

う
ち
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
９
年

飯
舘
村
民
生
委
員・児
童
委
員
15
年

菅野　新一 さん
    （佐 須）

大越  憲一 さん
    （深 谷）

松原  光年 さん
    （小 宮）

佐藤  美津子 さん
      （草 野）

長きにわたるご貢献、誠にありがとうございます。

防火グッズ配布の様子

渡邊  計 さん
    （小 宮）

、

渡邊  茂與 さん
   （飯樋町）

、

、

村内初

令和４年12月号令和４年12月号 1212令和４年12月号令和４年12月号1313



特集２  

ふ
く
し
ま
駅
伝
　第
34
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

「しらかわカタールスポーツパーク（白河市総合運動公園）」陸上競技場〜福島県庁前95.0㎞

１区　佐藤ちさと選手２区　細杉睦輝選手３区　佐藤彰洋選手４区　大内龍太郎選手８区　大島輝琉選手 ７区　杉岡響選手 ６区　三浦有矢選手 ５区　菅野茂則選手

総監督　林 英滋
監督/３区  佐藤彰洋（消防飯舘分署）
コーチ　向井 敏（いいたて希望の里学園）
コーチ　永井 努（いいたて希望の里学園）
１区　佐藤ちさと（ＩＲC）
２区　細杉睦輝（工学院大４年）
主将/４区  大内龍太郎（飯舘村社会福祉協議会）
５区　菅野茂則（消防飯舘分署）
６区　三浦有矢（いいたて希望の里学園）
７区　杉岡響（いいたて希望の里学園８年）
８区　大島輝琉（いいたて希望の里学園７年）
９区　齋藤あおい（西袋中２年）
10区　大内匡泰（菊池製作所）
11区　高橋七恵（いいたて希望の里学園）
12区　星　敬（飯舘村役場）
13区　佐藤賢二（ＪＡふくしま未来）
14区　横山健大（いいたて希望の里学園）
15区　三本松里奈（いいたて希望の里学園７年）
16区　庄司伸也（飯舘村役場）
サポート　宮里時真（いいたて希望の里学園８年）
サポート　根本奈於（いいたて希望の里学園）

　
16
区
間
の
完
走
、そ
れ
は
小
さ

な
奇
跡
で
し
た
。

　
今
年
の
チ
ー
ム
は
補
欠
な
し
の

16
人
。誰
か
が
ケ
ガ
や
病
気
で
欠

場
す
れ
ば
、そ
の
時
点
で
オ
ー
プ

ン
参
加
と
な
っ
て
し
ま
う
ギ
リ
ギ

リ
の
状
況
だ
っ
た
の
で
す
。

　
選
手
の
確
保
が
危
ぶ
ま
れ
た

今
年
、村
の
駅
伝
の
灯
を
消
す
ま

い
と
集
ま
っ
た
16
人
が
、想
い
を

胸
に
全
力
で
駆
け
抜
け
た
95
㎞

で
し
た
。チ
ー
ム
に
は
、コ
ー
チ
、

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
を
含
め『
い
い

た
て
希
望
の
里
学
園
』の
先
生

方
、そ
し
て
生
徒
が
合
わ
せ
て
10

人
参
加
し
て
い
ま
す
。『
ふ
く
し

ま
駅
伝
』に
ま
た一つ
、物
語
が
刻

ま
れ
ま
し
た
。

　
高
速
レ
ー
ス
と
な
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、飯
舘
村
の
タ
ス
キ
は

５
区
ま
で
繰
り
上
げ
な
し
で
つ

な
が
り
ま
し
た
。仲
間
の
力
走

が
チ
ー
ム
の
勇
気
と
な
り
、ア
ン

カ
ー
ま
で
が
ひ
た
す
ら
に
、完
走

を
目
指
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー（
敬
称
略
）

ひ
た
す
ら
に
想
い
を
つ
な
い
だ
16
区
間
の
完
走

12区　星  敬 選手 11区　高橋七恵選手 10区　大内匡泰選手 ９区　齋藤あおい選手16区　庄司伸也選手 15区　三本松里奈選手 14区　横山健大選手 13区　佐藤賢二選手

　
ラ
ジ
オ
の
実
況
が「
連
続
優
勝

し
て
い
た
時
代
、飯
舘
村
が
ふ
く

し
ま
駅
伝
の
一つ
の
顔
で
し
た
」

と
語
り
、震
災
前
の『
は
や
ま
湖

駅
伝
』に
触
れ
て「
長
距
離
に
関

す
る
血
が
脈
々
と
流
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

村
で
は
今
夏
初
め
て
の『
ナ
イ

タ
ー
駅
伝
』が
開
催
さ
れ
、そ
れ

を
き
っ
か
け
に
今
大
会
へ
出
場
し

た
選
手
も
い
ま
す
。苦
し
い
中
で

も
想
い
は
継
が
れ
、飯
舘
村
の
新

た
な
歴
史
が
芽
生
え
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
後
、林
総
監
督
は「
中

学
生
の
頑
張
り
が
特
に
輝
い
て
い

た
」と
講
評
。佐
藤
監
督
は「
偉

大
な
先
輩
方
が
築
い
て
き
た
伝

統
が
あ
り
、今
も
声
援
を
も
ら

え
る
環
境
が
あ
る
。チ
ー
ム
と
し

て
大
成
功
の
大
会
だ
っ
た
」と
仲

間
の
力
走
を
讃
え
ま
し
た
。

総
合
成
績 

47
位

記
録
６
時
間
９
分
10
秒

「とてもいい思い出になった」
  「駅伝が村と関わる機会。まだ限界じゃないと感じた」
                                「みんなで練習することの楽しさを感じた」
  「村から駅伝をなくしてはいけないと感じた」
                  「自分がこんなに頑張れたことがうれしかった」
                        「完走できたことがうれしかった」
                             「自分がいま出せる最高の記録を出すことができた」
  「昨年の感動が蘇った。悔しさを糧に明日からまた頑張りたい」

「苦しくても気持ちを切り替えられた。来年も頑張りたい」
                    「沿道からの応援で前に進むことができた」

「歴史あるチームに参加することができて最高に楽しかった」
         「駅伝を通して仲間と走る楽しさを感じることができた」
                   「家族のようにあたたかいチームだった」
                                「応援がうれしかった。来年も頑張りたい」

「15年ぶりの出場、忘れられない年になった」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　解団式の選手の言葉より

ふく
しま
駅伝
　飯
舘村
チー
ム

令和４年12月号令和４年12月号 1414令和４年12月号令和４年12月号1515



マイナンバーカードマイナンバーカード
申請方法はいろいろあります！

そろそろ取得しなきゃ！と思っている皆さん 長
泥
行
政
区
住
民
説
明
会
を
経
て
今
後
の
方
針
を
決
定

マルナカから各行政区に融雪剤

11月21日、マルナカ株式会社（遊佐憲雄代表取締
役）から融雪剤120袋（1袋25Kg）の寄贈がありま
した。冬本番を前に各行政区に配付できるようい
ただきました。贈呈式は行政区長会議に合わせ
て交流センター「ふれ愛館」で行われました。

飯舘電力がチャリティ募金を寄附

11月22日、飯舘電力株式会社（菅野宗夫社長／
佐須）から寄附をいただきました。寄附はチャリ
ティ企画の『第３回飯舘電力杯 村民ゴルフ大
会』で募られた募金です。贈呈式は大会会場の
パーシモン・カントリークラブで行われました。

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
区
域
外
の
一
部
に
つ
い
て
も
解
除
に
向
け
た
事
業
を
推
進

　
11
月
20
日
、村
と
国
か
ら
関
係
者
が

出
席
し
、長
泥
行
政
区
の
住
民
説
明
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
に
て
、次
の
こ
と
に
つい
て
、

住
民
か
ら
の
了
承
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　11月20日の住民説明会は、「パルセいいざか」（福島市）で開催されま
した。村は、区の皆さん、国と何度も協議を重ね、解除に向けた取り組み
を進めてきました。解除に向け、９月23日から開始された準備宿泊には、
11月18日現在、３世帯７人が登録しています。

お知らせのページ

最大 ２０，０００円分のポイントがもらえます！

マイナポイント第２弾を実施中！
12月末までのマイナンバーカード申請が対象

＋ ＋２１
マイナンバーカード
新規取得で最大
５，０００円分

健康保険証として
利用登録で最大
７，５００円分 ３

問  マイナンバー総合フリーダイヤル☎︎0120-95-0178

公金受け取り
口座の登録で最大
７，５００円分

個別に郵送されている交付申請書に記
入・返送する方法でも申請できますが、他
にもいろいろな申請方法が。ご自分に合
う方法を見つけて、さあ申請しましょう！

❶ スマホで顔写真を撮影。
❷ 交付申請書のQRコードを読み取る。
❸ 規約に同意し、メールアドレス等を登録。
❹ メールで届くURLで専用ウェブサイトを開く。
❺ 顔写真を登録、必要事項を入力して申請完了。

スマートフォンから！

● 平日午前９時〜午後４時30分（昼休みを除く）は毎日手続き可能です。
● 時間内の来庁が難しい方を対象に臨時窓口も開設中。
　 日時はお知らせ版で確認を。

窓口での申請は事前予約を！

● スマートフォンを持っていない方でもOK。
● QRコード付交付申請書を持参するとスムーズ。
● ショップスタッフのサポートで申請できます。
※混雑も予想されますので電話予約がおすすめ。

お近くの携帯ショップで！

　
今
後
も
避
難
指
示
解
除
後
の
長
泥
地

区
の
将
来
像
を
見
据
え
、住
民
、国
等
と

協
議
を
引
き
続
き
重
ね
、避
難
指
示
解

除
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

拠
点
区
域
の
避
難
指
示
解
除
は
来
年

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
辺
り
を
目
指

す
こ
と
。

拠
点
区
域
外
で
は
、線
量
低
減
効
果

等
を
確
認
す
る
場
と
し
て
の
公
園

用
地
も
、区
域
内
と
同
時
期
の
来
年

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
避
難
指
示
解

除
を
目
指
す
こ
と
。

拠
点
区
域
内
と
区
域
外
の
境
界
で
、

車
が
進
入
で
き
る
箇
所
に
は
、バ
リ

ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
。

「
イ
イ
タ
テ
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
」

が
計
画
す
る
堆
肥
製
造
工
場
を
長
泥

地
区
に
誘
致
す
る
こ
と
。

●●●●

交付申請書の右下のQRコードからスタート。

住民課住民係☎︎0244-42-1618

マイナポイントの対象となる
サービスの一覧はこちら▶︎
（11月25日現在）

マイナポイント対象　カード

平日も含め事前予約制です

※ポイントの申請は２月末まで

（11月25日現在）

ご自分での申請が難しい方は役場窓口をご利用ください

携帯ショップでも申請できますスマートフォンでサクサク申請

23桁の申請書IDは交付
申請書の右上に記載さ
れています。

画面の案内
に従って進
めばOK！

申請用ウェブサイ
トからも申請でき
ます。

東日本大震災により避難している方は現在
お住まいの市町村窓口でも申請できます

※同封のチラシもご覧ください。

窓口以外の方法で申請した場合カードの受け
取りが役場の窓口になります。窓口で申請した
場合は本人限定受取郵便で郵送されます。
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冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
は
、

飯
舘
村
商
工
会
青
年
部（
森

健
一
部
長
／
上
飯
樋
）の
メ
ン

バ
ー
が
企
画
か
ら
設
営
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。回
を
重
ね
て

６
度
目
の
冬
を
迎
え
ま
し

た
。毎
年
新
し
い
ア
イ
デ
ア
と

デ
ザ
イ
ン
で
、バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
、「
ふ
か
や
風
の
子
広
場
」

が
メ
イ
ン
会
場
で
す
。試
験

点
灯
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た（
点
灯
式
の
模
様

は
次
号
で
お
伝
え
し
ま
す
）。

　
光
に
包
ま
れ
た
広
場
は
、

見
慣
れ
た
景
色
が
一
変
。通

り
が
か
り
の
親
子
連
れ
な

ど
が
次
々
に
や
っ
て
来
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
は
き
ら
き

ら
と
輝
く
遊
具
の
中
へ
。大

人
は
思
わ
ず
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
取
り
出
し
て
、光
の
景
色

を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
製
作

の
専
門
家
は
い
ま
せ
ん
。仲
間

の
手
づ
く
り
で
す
」と
青
年

部
の
皆
さ
ん
。今
年
は
広
場

の
夜
景
の
雰
囲
気
を
生
か
し

て
デ
ザ
イ
ン
し
た
そ
う
で
す
。

「
あ
た
た
か
な
光
の
景
色
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
」。打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、

さ
ら
に
は
現
場
で
試
行
錯

誤
。遊
具
の一つ
ひ
と
つ
を
輝
か

せ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
も

楽
し
い
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、近

づ
く
間
に
、思
わ
ず
笑
顔
に

な
って
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　
点
灯
は
午
後
５
時
か
ら
９

時
ま
で
。１
月
16
日
ま
で
毎

日
行
っ
て
い
ま
す
。季
節
が

進
む
間
に
、雪
景
色
に
映
え

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
も
出

会
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

きらきらイルミネーション

広場の遊具一つひとつにもイルミネーション。

「ひみつ基地どきどき」も光に包まれて。

ツリーの色合いは刻々と変化。奥のハウスも幻想的。

飯舘
百景

「ふかや風の子広場」の中央部。光に彩られ
て、いつもと違う景色が浮かび上がります。ツ
リー型のイルミネーションは直径が約16mあ
り、支柱部分に、思い出深い第１回の素材を
生かしているそう。華やかさに見とれます。

※天候などの理由により予告なく変更または中止となります。

※
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　11月10日、交流センター「ふれ愛館」で、生涯学
習事業『ラテアート教室』を開催しました。講師は
地域おこし協力隊の横山梨沙さんです。
　ラテアートとは、温かなカフェラテやカプチーノの
表面にデザインを施すもの。「注ぐタイプ」と「お絵
描きタイプ」、２つの技法の教室を連続で開催しま
した。参加者は、それぞれが描きたいモチーフを
選び、横山さんの手ほどきで作品づくりに挑戦。ス
チームしたふわふわミルクのやさしいラテを味わい
ながら、新しい体験を楽しんでいました。

学びの広場生涯学習のページ

　10月30日、飯舘村教育委員会・飯舘村公民館・
いいたてスポーツクラブ主催の『ウォーキング交流
会』を開催しました。　
　今年は、摺上ダム（福島市）の周辺にコースを
設定。「摺上ダムインフォメーションセンター」に集合
し、見所を確認してからの出発です。ダム湖を囲む
山々の色づきを楽しみながら、故郷の仲間と楽しむ
ウォーキングは格別です。昼食は、途中の公園でグ
ループごとに。「次はあそこに行ってみたいな」と、こ
の交流の継続を期待する声が聞かれました。

爽やかな秋晴れの下、それぞれのペースでウォーキ
ングを楽しみ、和やかに交流した参加者の皆さん。

ウォーキング交流会を開催
水辺の秋景色を楽しみながら

大きなサツマイモに大歓声！
がんばって掘りました

今回収穫したのは、「いいたて希望の里学園」の西側
にある畑。３歳未満児も作業を応援しました。

　10月28日、『までいの里のこども園』の３歳以上
児「たいよう組」「つき組」「そら組」の約30人が、
サツマイモを収穫しました。
　苗植えから、水やりをして大切に育てたサツマ
イモは、園児たちの気持ちに応えるように大きく成
長し、バケツに入りきらないほどの量になりました。
　小さな手で大きなサツマイモを収穫した園児た
ちは、「大きいのが掘れた！」「先生見て見て！」と、
とても楽しそうに歓声を上げながら、熱心に掘り続
けました。

飯舘YOITOKO発見！ツアー
郷愁を誘う秋の飯舘を巡る

（上）関沢古墳群の古墳に
て。（右）郷土料理に舌鼓。

　『第２回飯舘YOITOKO発見 ！ ツアー〜郷愁を
誘う秋の飯舘を巡る〜』を11月５日に開催しました。
今年度から始まったこのツアーは、飯舘村の魅力に
触れファンになってもらおうと企画しているもので、
今回は、首都圏を中心に38人が参加しました。当
日は、はやま湖畔で秋景色を堪能。『塩の道』をた
どり、関沢古墳群を訪れ、村民講師の解説で太古
の歴史にも触れました。また、交流センター「ふれ愛
館」で、『食を考える会』お手製の郷土料理弁当や、
ZABADAKのコンサートも楽しんでいただきました。

左は「お絵描きタイプ」の作品。
互いの作品を楽しんだり、自作
を撮影したり、終始和やかに。

ラテアート教室を開きました
ふんわり楽しくおいしい時間

　村役場に近づいて来る「Trick or Treat（ト
リック オア トリート）」のかわいらしい声。10月31
日、こども園のハロウィンパレードがやって来まし
た。カボチャやお化け、ネコに魔女…。工夫いっぱ
いの仮装に身を包んだ園児たちが、玄関前で、元
気なダンスを披露してくれました。コロナ禍前は庁
舎内を練り歩き、お菓子を手にした職員も大勢集
まり賑やかでしたが、今は我慢。ダンスのパ
ワーをもらって、大人もみんな、マスクから
にこにこ顔がはみ出していました。

感染症対策で、お菓子のプレゼン
トは杉岡村長から代表園児に。

素敵な仮装でダンスを披露！

七五三参りを行いました
健やかな成長を願って

心をこめて、七五三参りができましたね。自分でつ
くった千歳飴の袋もとっても素敵です。

　11月15日、こども園で、七五三の行事が行われ
ました。
　「そら組」の園児たちは、スクールバスに乗っ
て、綿津見神社を訪れました。神社では、宮司さ
んからお参りの作法を教わり、そろって七五三参り
を行いました。
　園児たちは、この日に向けて、健やかな成長
を願う七五三の由来や、千歳飴の意味などを教
わってきました。千歳飴の袋は、一人ひとりの手づ
くりです。

こども園のハロウィンパレード

こども園NEWS

ザバダック
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女
性
の
子
宮
に
は
頸
部（
け
い

ぶ
）と
体
部
の
二
つ
の
部
分
が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
別
の
タ
イ
プ
の
が
ん

が
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。年
間
1
万
人
以
上
が
発
症
し
、

2
9
0
0
人
が
亡
く
な
る
頸
が
ん

に
つい
て
は
、ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス（
H
P
V
）が
9
割
以
上
の
が
ん

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
て
い
ま
す
。こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、今

年
す
で
に
患
者
が
1
万
人
を
超
え

た
梅
毒
と
同
じ
よ
う
に
、性
感
染
症

と
し
て
の
側
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。

他
の
が
ん
に
比
べ
比
較
的
若
い
年
齢

層
で
も
発
が
ん
の
危
険
性
が
あ
る

た
め
、十
代
の
女
性
に
H
P
V
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
お
く
こ
と
が
、将

来
の
子
宮
頸
が
ん
の
発
生
を
予
防

す
る
効
果
の
あ
る
こ
と
が
、欧
米
で

の
研
究
で
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
日
本
で
も
、小
学
校
６

年
～
高
校
１
年
の
年
代
の
女
子
は
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種

と
し
て
、公
費
に
よ
り
H
P
V
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、一つ
問
題
が
あ
って
、過
去
に

こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
女
性
の
中

で
、接
種
後
に
神
経
系
の
重
い
症
状

が
出
た
人
が
い
て
、そ
の
原
因
が
ワ

ク
チ
ン
の
副
作
用
に
よ
る
も
の
か
ど

う
か
、判
断
が
難
し
い
場
合
が
あ
る

こ
と
で
す
。現
実
に
い
ま
も
裁
判
で

こ
の
問
題
に
関
し
て
争
い
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
対
象
者
が
未
成
年
の
女
子
で
あ

る
こ
と
か
ら
、こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
受

け
る
受
け
な
い
は
、保
護
者（
両
親

な
ど
）と
ご
本
人
が
話
し
合
い
、心

配
が
あ
れ
ば
医
療
機
関
や
保
健
師

と
も
よ
く
相
談
し
、助
言
を
聞
い
て

か
ら
決
め
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。厚
労
省
で
は
、こ
の
ワ
ク
チ
ン
に

関
す
る
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提

供
し
、接
種
後
に
万
一
症
状
が
出
た

場
合
の
説
明
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。（
村
の
い
ち
ば
ん
館
で
入
手

で
き
ま
す
）

　
同
時
に
、強
調
し
て
お
き
た
い
の

は
、子
宮
が
ん
の
予
防
に
は
、ワ
ク
チ

ン
だ
け
で
な
く
、も
う
一つ
、子
宮
が

ん
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。ワ
ク

チ
ン
と
が
ん
検
診
は
、い
わ
ば
車
の

両
輪
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
の

で
す
。

いいたてクリニック　本田 徹 先生

第３回

子宮がん予防のための検診と
　ヒトパピローマウイルスワクチン

本田先生に聴く
うた

こころと からだと いのちの詩

●  子宮頸がん予防ワクチン●  子宮頸がん予防ワクチン（ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチン）（ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチン）予防接種について  ●予防接種について  ●

■定期接種　令和４年度に小学校６年生から高校１年生相当の女子
（平成18年４月２日〜平成23年４月１日生まれ）

接種期間：高校１年生相当の３月31日まで
■キャッチアップ接種　平成９年４月２日〜平成18年４月１日生まれの女子

（接種勧奨を差し控えていた時期に定期接種の年代だった方）
接種期間：令和４年４月１日から令和７年３月31日まで

問  健康福祉課健康係☎︎0244-42-1637

HPVワクチンは、平成25年６月から、積極的な勧奨を一時的に差し控えていましたが、専門家の評価により安全性
に特段の懸念が認められないことが確認され、接種による有効性が副反応のリスクを明らかに上回ると認められ
ました。こうした専門家の意見を踏まえ令和４年４月から、他の定期接種と同様に個別の勧奨を行うこととなりまし
た。＊接種対象者の方には令和４年６月上旬に個別にご案内・予診票を送付しています。

■20歳になったら子宮がん検診、40歳になったら乳がん検診を受けましょう！　令和５年１月17日（火）
に「いちばん館」で検診を実施します。詳しくは「お知らせ版（11月20日発行・第1000号）をご覧ください。

＊必ず母子健康手帳の予防接種の記録で接種歴をご確認ください。
＊平成18・19年度生まれの方は、接種対象の年齢を超えても、令和７年３月末ま
　で接種できます。
＊自己負担はありません。（接種期間を過ぎると自己負担となります） 　

11
月
３
日
、清
々
し
い
秋

晴
れ
の
下
、「
ふ
か
や
風
の
子

広
場
」で
、「
む
し
歯
０
の
子

表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た
。

　「
む
し
歯
０
の
子
表
彰
式
」

で
は
、む
し
歯
が
な
い
お
子
さ

ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。今

回
は
、令
和
３
年
度
の
３
才
５

か
月
児
健
康
診
査
で
、む
し

歯
が
１
本
も
な
か
っ
た
お
子

さ
ん
16
人
が
表
彰
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。式
に
集
ま
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、名
前
を
呼

ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返
事

を
し
、一人
ず
つ
前
に
出
て
、杉

岡
村
長
か
ら
表
彰
状
と
メ
ダ

ル
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、式
の
終
盤
に
は「
イ

イ
タ
ネ
ち
ゃ
ん
」が
登
場
し
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
ま
し

た
。イ
イ
タ
ネ
ち
ゃ
ん
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
登
場
に
最
初
は
驚
い

て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、タ
ッ

チ
を
し
た
り
記
念
写
真
を

撮
っ
た
り
と
、楽
し
そ
う
な

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

むし歯０の子表彰式むし歯０の子表彰式ふかや風の子広場でふかや風の子広場で
ぜろぜろ

９価ワクチンについて

ワクチン接種のご案内を紛失された方や
ご質問のある方はご連絡ください。

ヒトパピローマウイルス９価ワ
クチンの定期接種が令和５年４
月１日から開始される見込みで
す。（現行は２価・４価ワクチン）
同じ種類のワクチンの３回接種
が原則ですが、希望があれば医
師と相談の上で残りの回を９価
ワクチンで完了することも可能と
なる見込みです。

む
し
歯
０
の
子

む
し
歯
０
の
子  

お
め
で
と
う
！

お
め
で
と
う
！  

性別　

   男

   男

   女

   女

   男

   女

   男

    行 政 区

比曽

深谷

飯樋町

飯樋町

比曽

前田

伊丹沢

    名　前　    

髙橋　徹真

齋藤　　禅

髙野　里桜

眞柴　　紬

菅野　健人

小山田  杏美

庄司　碧音

性別

   女

   男

   男

   女

   女

   女

   男

   女

    行 政 区

大倉

長泥

比曽

飯樋町

草野

前田・八和木

大久保・外内

飯樋町

    名　前　    

中井田　燈　

庄司　千晃

石川　　翔

小林  あおい

佐藤　瑠奈

手渡　雫月

髙野　遥人

佐藤　心陽

あかり

ち   あき

かける

る    な

し ず く

はる   と

こ   はる

とお   ま

ぜん

り    お

つむぎ

けん   と

あ　 み

あお    と

ほけんとふくし

これからも歯をこれからも歯を
          大切にしようね          大切にしようね

※生年月日順です。
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オミクロン株対応ワクチンについて
ほけんとふくし

新型コロナウイルスの従来型とオミクロン株に対応した『オミクロン株２価ワクチン』の接種を実施し
ています。このワクチンは、初回接種（1・２回目接種）を完了した12歳以上の全ての方が対象で、接種
は一人１回です。最終接種から３か月以上経過している方は接種が可能です。

認知症になっても暮らしやすい村へ

認知症とは
認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞が失
われて、脳の働きが悪くなり、日常生活を送る
上で様々な支障が出てくる状態のことです。

「何を食べたか」思い出せない。 「食べたこと自体」を忘れる。

「約束をうっかり」忘れてしまう。 「約束したこと自体」を忘れる。

目の前の「人の名前」が思い出せない。 目の前の人が「誰なのか」わからない。

必要なものを「うっかり」買い忘れる。 買い物に「行ったこと自体」忘れる。

「ヒントがあると」思い出せる。 「ヒントがあっても」思い出せない。

老
化
に
よ
る
も
の
忘
れ

認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ

↔️  

↔️   

↔️   

↔️   

↔️

️
これらはあくまでも目安です。様々なケースがあります。

村は、認知症の方・介護をしているご家族の他どなたでも参加できる認知症カフェ
「ゆずカフェ」を開いています。また、認知症について学び理解を深める「認知症サ

認知症予防教室
認知症サポーター養成講座 認知症カフェ「ゆずカフェ」生活習慣の改善に！

生活習慣の改善は、認知
症の予防にもつながりま
す。日々の食事など身近
な事から、注意したいポ
イントなどが学べます。

認 知 症 に つ い て 正しく
学び、理解してもらうた
めの講座です。認知症サ
ポーターとは「認知症の
方 や そ の 家 族 を 温 かく
見守り応援する人」です。

認 知 症 の 方 やご 家 族 の
他どなたでも参加できる
集いの場です。悩み事の
相 談 や 介 護 の 息 抜きに
おしゃべりしましょう。

修了者にオレンジ
リングやバッジを
交付します。

認知症者等QRコード
活用見守り事業
認 知 症 の 高 齢 者 等 が
保 護され た 時 に早 期 に
身元が分かるようにQR
コードのシールを交付し
ています。

「家族について相談がしたい」「以前と様
子が変わったと感じる方がいらっしゃる」
など、お気軽に飯舘村地域包括支援セン
ターまでご相談ください。

飯舘村地域包括支援センター
住所：飯舘村伊丹沢字伊丹沢５７１番地
電話：０２４４－４２－１６２６

ご相談ください

問  健康福祉課健康係☎︎0244-42-1637

オレンジリング

ご参加ください！

ポーター養成講座」も、毎年開催しています。開催の日時や会場については、お知らせ版などでご案内してい
ます。「認知症予防教室」は、地域サロンなどでも開催しています。

1・２回目の接種を完了した12歳以上の全ての方が対象です

『オミクロン株２価ワクチン』には「BA.1対応型」と「BA.4-5対応型」の２種類があります。どちらもオミ
クロン株に対して従来型を上回る効果が期待されます。また、現行の制度では、令和５年３月末で新
型コロナワクチンは終了します。早目の接種をご検討ください。

これまで２年間、年末年始に流行が起き
ています。年末までに、重症化リスクの高
い高齢者はもとより、若い方たちにも『オ
ミクロン株２価ワクチン』の接種完了を
おすすめしています。

飯舘村の集団接種（いちばん館）
若い方も
  年末までに！

〈ご紹介〉 福島県立医科大
学教授。震災後の福島で
医療支援に尽力。村にお
いてもリスクコミュニケー
ションなどに、お力添えを
いただいてきました。相馬
中央病院、南相馬市立総
合病院、ひらた中央病院

Q1 新型コロナに罹患（りかん）しました。
それでも接種は必要ですか。

Q3 前回接種の副反応が辛かったので、
接種に不安を感じてしまいます。Q2 新種の株の情報もあります。それで

もこのワクチン接種は有効ですか。

坪倉正治 先生に聞きました

結論からお話すると、「必要」です。
新型コロナウイルス感染症に罹患しても、時間
の経過に伴い、感染によって獲得した免疫が低
下していくことは、調査研究の中で明らかになっ
ています。一度罹患した方も、再び感染する可能
性があるということです。また、ワクチンを打つこ
とによって、死亡リスクや重症化を低減できるこ
とも分かっています。冬季の感染拡大を抑えて
いくためにも、ワクチン接種は必要です。

確かに副反応は辛いですよね。しかし、罹患して重
症化した場合に、様々な臓器にダメージを受けた
り、それが長期のダメージにつながったりするケー
スが報告されています。ワクチン接種によって、その
ようなダメージを抑えられるのですから、副反応が
辛い方もおられると思いますが、それにも増して接
種をする方がよいでしょう。特に、接種が可能でまだ
一度も接種していない方、２回目までで３回目を接
種していない方は、ぜひ早目に接種をしてください。

ウイルスは絶えず変異を起こしていきますが、小
さな変異でワクチンの効果がなくなる訳ではあ
りません。変異がワクチンの有効性にどのくらい
影響するかについては、それぞれの変異株につ
いて調査が進められていますが、変異前のワク
チン接種が変異後の株にも一定の防御効果があ
ることは、すでに確認されています。ワクチン接
種が感染対策の要であることは確かであり、でき
ることを一つひとつ行っていくことが大切です。

などに勤務。専門は血液内科で、新型コロナワクチンに
ついては接種後の抗体の推移などを研究しています。

シール見本シール見本

接種日　　　　使用ワクチン　　　   対 象

12月16日(金)
12月17日(土)
12月19日(月)

モデルナ社
ファイザー社
※オミクロン株対応

意向調査で村
内接種を希望
された方

※意向調査が未回答の方で村内接種を希望する方は健康係に連絡をお願いします。

認知症ケアパス  認知症の
状態に合わせた支援や医
療、介護サービスなどのガ
イドブックです。飯舘村地
域 包 括 支 援 センターで お
配りしています。

ワクチン接種についての疑問

に        か
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TOPICS
トピックス／話題

「図図倉庫」が本格オープン！
合同会社MARBLiNG（マーブリング）が運営する

『図図倉庫』（深谷）。本格オープンに合わせて11
月19日・20日に内覧会が開かれました。関心を寄
せる人たち、整備に関わってきた人たちなどが
次々に訪れ、交流も楽しんでいました。

畑で充電！スローモビリティ
10月28日、株式会社G&ECO（小島盛利代表取
締役）が花農家・花井由貴さん（大久保・外内）の

『しえるふぁ〜む』でセレモニーを開催。花井さ
んにポータブル電源とソーラーパネルを贈呈、
電動三輪バイクの無償貸し出しをスタートしま
した。脱炭素につながるエコシステムを中山間
地域で始めようというプロジェクトの一環です。

山津見神社に一刀彫の白オオカミ
11月９日、「team OOKAMI」の皆さんが、杉岡村
長を表敬訪問。アートを通じて飯舘村を応援す
る新しいプロジェクトのスタートを報告し、山津
見神社に奉納する伊勢一刀彫の「白オオカミ」を
披露しました。オオカミをモチーフにしたデザイ
ンで、仕事おこしも企画していくそうです。

（上）表 敬 訪 問 の 場
面。（左）伊勢一刀彫
の白オオカミ一対は
翌10日、例大祭に合
わせて山津見神社に
奉納されました。

畑で充電できるソーラー
パネルなどを備えたエコ
バイク。セレモニーでは
花井さんが実際に農園か
ら道の駅まで花を積んで
バイクを走らせました。

愚真会の新蕎麦は道
の駅のレストランで
も味わえます。左はき
のこ蕎麦。全蕎麦メ
ニューに揚げ餅と漬
物が付いています。

（上）内外の人が関わりリノベーション
に取り組んできた『図図倉庫』。Wi-Fi環
境・冷暖房を完備、複合機などを備え
たシェアオフィスの共用（有料）も開始
しました。（下）11月23日には交流セン
ターで４回目となる『飯舘村の未来共
創ワークショップ』を開催。20年後の村
のありたい姿を描く一枚絵の制作や、ツ
アーの開発にも取り組んでいます。

雪っ娘かぼちゃの収穫祭
11月23日、道の駅までい館で、『いいたて
雪っ娘祭』が開催されました。当日は、開
発・育種を行った菅野元一さん（宮内）、生
産者で加工品開発に取り組む渡邊とみ子
さん（前田・八和木）らがあいさつし、雪っ
娘かぼちゃの魅力や今日に至る物語を紹
介。各地で生産に取り組む仲間も駆け付
け、品評会なども行われました。

災
害
救
助
犬

じ
ゃ
が
い
も
の
里
帰
り

『わんダフルまでい大使』で災害救助犬のじゃがいもが11月
19日に１日限りの里帰り。震災の年に生まれたじゃがいも
は、NPO法人日本動物介護センター（岐阜県）に預けられ、訓
練を経て11回目の挑戦で災害救助犬になりました。この日は
弟犬のゴンと一緒にふるさとでの交流を満喫です。

この秋、村への想いをこめ
た色とりどりの交流事業が
数多く展開されました。ここ
で一気に紹介します。

「
い
い
た
て
愚
真
会
」が
新
蕎
麦
を
実
演
販
売

雪っ娘かぼちゃはもちろん
特長を生かして開発された
加工食品や菓子も大人気。
多くの人が買い求めました。

11月19日、道の駅までい館で、「いいたて愚真
会」の皆さんが蕎麦打ちの実演・販売。飯舘産の
新蕎麦です。佐藤峯夫会長（宮内）は「おいしく味
わってほしいね。来年は期間を設けて新蕎麦ま
つりができるといいなあ」と話していました。

村民食堂にいらっしゃい！
役場に隣接する「までいな家」で、福島大学・大
黒ゼミの学生が村民と協働して村民をおもてな
しする『村民食堂』を定期開催しています。主催
は飯舘までい文化事業団。くつろぎの空間で、一
汁一菜膳（500円）が味わえます。

「いいたて移住サポー
トセンター」となって
いる「までいな家」で
10月から３月まで月
１回の開催。次回は
12月23日です。

10月28日のメニュー。村民
がつくる漬物や２種類の
おこわ、具沢山の汁物に小
鉢も付いておいしそう！

12月9日には「村民食堂」スピンオフ企画
が実施されます。かつて「生活改良普及
員」として村の加工グループを支援くだ
さった相馬市の阿部眞貴子さんが、思い
出の地・飯舘で、1日限りの和食レストラン
を開店します（限定40食・１食500円）。当
時の仲間とぜひ訪れてみては。開店は午
前11時です。
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いいたて便り

村は､村主催のイベントや村民の皆さんの取り組みを取材し､広報紙･ホームページ等に掲載し
ています｡写真掲載に不都合がある方は､村づくり推進課企画定住係までご連絡ください。

飯舘ライオンズクラブから
学園とホームに心温まる寄贈

農業者との意見交換会
花卉農家と関係機関が情報共有
　10月3１日、交流センター「ふれ愛館」で、村農業
委員会主催の『令和４年度農業者（花卉）意見交
換会』を開催しました。第１部では、市場関係者を
交えて、最新の市場動向などの情報を共有。第２
部には杉岡村長も出席し、村への要望なども含め
た意見交換を行いました。会には、花卉農家25人
をはじめ、村農業委員会、県相双農林事務所、JA
ふくしま未来などが出席。意見を交わす中で、土づ
くりや人手の確保、出荷方法などにも話題が及び、
それぞれの立場から活発な議論が続きました。

関係者が一堂に。７月に実施した畜産農家との意見
交換会に続き、今年度２回目の開催です。

老人クラブ連合会
防災センターで防災研修交流会
　11月５日、飯舘村老人クラブ連合会が、飯舘村地
域防災センターで『村民防災研修交流会』を開催。
約60人が参加しました。防災研修では、村職員を講
師に、「飯舘村防災ハザードマップ」を確認。災害時
に避難する際の注意点や、準備したい防災グッズ
について学び、続いてセンター内を見学しました。
　交流会では、旧校庭で「ホールインワンゲーム」
を楽しみ、飯舘村赤十字奉仕団が災害時の訓練
を兼ねて炊き出しをした防災食、「ハイゼックス炊
飯」のご飯と豚汁で会食しました。

防災研修は、地域防災センターの多目的ホールで行
いました。奥中央はあいさつする菅野茂連合会長。

相馬農業高校×森林組合
高校生が林業の現場を見学
　11月10日、県立相馬農業高校（南相馬市）の
『林業見学会』が、二枚橋地区の「ふくしま林業
再生事業施工地」で行われました。これは同校と
県相双農林事務所の連携事業で、環境緑地科の
１年生13人が現地を訪れ、飯舘村森林組合の実
演で、林業機械による伐木や掘削、木材の積み込
みなどを見学。森林の役割や手入れの重要性など
も学びました。講師を務めた組合の皆さんは、地域
の実情や林業への想いも伝え、「ぜひ進路選択の
一つに」と、職業としての魅力もアピールしました。

最新の林業機械の作業は圧巻。代表生徒が「体験を今
後の学びに生かしたい」と協力に感謝を伝えました。

　『飯舘ライオンズクラブ』（長谷川長喜会長／宮
内）が、「いいたて希望の里学園」と「いいたてホー
ム」へ、心温まるプレゼントを贈りました。
　学園へはタブレットケース約50個を。１人１台活用し
ているタブレット本体と付属のペンを一緒に収納でき
るタイプで、ケースは前期課程を中心に配付されます。
　またホームへは加湿器３台を。贈呈式に出席し
た入居者代表に、長谷川会長が、「活用していただ
き、ぜひ元気で長生きを」と声をかけると、入居者さ
んも「どうもね」と優しい笑顔で感謝を伝えました。

秋のイベントに続々出展
村の物産を各地でアピール
　この秋各地のイベントに出展し、村の物産をPRし
ました。11月５日は「つながるフェスタ」（福島市）、
同23日は「ふくしまフェスティバル」（愛知県名古
屋市）、同27日は「福島くらし＆しごとフェア」（東
京都千代田区）に出展。産品を通して来場者に
村の魅力を伝えました。また、10月30日には東京
都中央区で、11月13日には大玉村で「日本で最も
美しい村」連合のイベントにも出展。小宮民俗芸
能保存会の皆さんには「小宮の田植え踊り」を披
露していただきました。（表紙もご覧ください）

写真は「道の駅ふくしま」で行われた「つながるフェス
タ」の様子。物販や展示で多くの人と交流しました。

農業委員会が村内農地視察
ほ場をめぐり現状を共有
　11月１８日、飯舘村農業委員会が、『村内農地視
察研修』を行いました。当日は、17人の委員が参加
して、村の担当者と共に、宮内地区、八木沢・芦原
地区、小宮地区、蕨平地区、関沢地区をバスでめ
ぐり、それぞれのほ場で現状や課題、特徴的な取
り組みなどについて聞きました。現地で農家の方か
ら話を聞く機会もあり、参加した委員は「生の声を
聞くことができてよかった。視察の意義を感じた」と
話していました。農業委員会では、村内農地の視
察研修を、今後も引き続き行っていく予定です。

蕨平地区では、菊地廣行さんのほ場を視察。作付け
の状況や営農上の課題を聞き取りました。

か　     き

11月11日 いいたて希望の里学園

11月20日 いいたてホーム
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話題のパレット

新
蕎
麦
に
笑
顔   

永
井
川
カ
フ
ェ

旧
臼
石
小
で
癒
し
と
食
の
フ
ェ
ア

　
11
月
10
日
、『
永
井
川
カ
フ
ェ
』の
皆

さ
ん
が
、松
原
光
年
さ
ん（
小
宮
）の

自
宅
を
訪
れ
ま
し
た
。深
ま
る
秋
の

風
景
を
楽
し
み
、蕎
麦
打
ち
名
人
で

も
あ
る
松
原
さ
ん
の
手
打
ち
蕎
麦
を

味
わ
お
う
と
い
う「
移
動
お
茶
会
」の

企
画
で
す
。参
加
者
の
皆
さ
ん
は
和

気
あ
い
あ
い
。「
何
で
も
話
せ
て
楽
し

い
よ
」「
い
ろ
い
ろ
な
企
画
で
楽
し
ま

せ
て
も
ら
い
世
話
役
の
佐
藤
俊
雄
さ

ん（
草
野
）に
感
謝
で
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。散
策
の
後
の
会
食
で
は
、

打
ち
立
て
の
新
蕎
麦
の
お
い
し
さ
に
、

皆
の
笑
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。

11月の村の動きと主なできごと11月の村の動きと主なできごと

校舎の面影そのままの
雰囲気も楽しみながら。

  

informationinformation村からおしらせ村からおしらせ

２
日 

・ 

職
員
向
け
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座（
村
役
場
）

３
日 

・ 

む
し
歯
０
の
子
表
彰
式（
ふ
か
や
風
の
子
広
場
）

５
日 

・ 

第
２
回
飯
舘
村
Ｙ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
発
見
！
ツ
ア
ー（
村
内
各
所
）　

　
　 

・ 「
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
」出
展（
福
島
市・道
の
駅
ふ
く
し
ま
）

６
日 

・ 

小
宮
地
区
農
地
中
間
管
理
事
業
調
印
式（
小
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

７
日 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議（
村
役
場
）

9
日 

・ 

企
業
消
防
隊
消
防
資
機
材
引
渡
し
式（
菊
池
製
作
所
）

10
日 

・ 

長
泥
地
区
除
染
検
証
委
員
会
／
拠
点
区
域
外
土
地
活
用
検
証
委
員
会（
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
）

　
　 

・ 

相
馬
農
業
高
校
　
林
業
見
学
会（
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
施
工
地
／
二
枚
橋
地
区
）

　
　 

・ 「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」飯
舘
村
チ
ー
ム
結
団
式（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

11
日 

・ 

乳
幼
児
健
診（
い
ち
ば
ん
館
）

　
　 

・ 

生
涯
学
習
事
業「
ラ
テ
ア
ー
ト
教
室
」（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

12
日 

・ 

関
沢
地
区
農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会（
関
沢
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
）

13
日 

・ 「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
県
内
加
盟
５
町
村
合
同
物
産
展
in
お
お
た
ま（
大
玉
村
）

　
　 

・ 

飯
舘
村
消
防
団
　
防
火
パ
レ
―
ド
／
消
防
訓
練（
い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館
他
）

16
日 

・ 

福
島
県
立
医
科
大
学
保
健
科
学
部
実
習（
い
い
た
て
ホ
ー
ム
）

17
～
19
日 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
）集
団
接
種（
い
ち
ば
ん
館
）

18
日 

・ 

令
和
４
年
飯
舘
村
表
彰
式（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

　
　 

・ 

農
業
委
員
会
　
村
内
農
地
視
察（
村
内
各
所
）

　
　 

・ 

農
業
委
員
会
定
例
総
会（
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
）

20
日 

・ 

ふ
く
し
ま
駅
伝（
第
34
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
）（
白
河
市
～
福
島
市
）

　
　 

・ 

長
泥
行
政
区
住
民
懇
談
会（
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
）

21
日 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議（
村
役
場
）

　
　 

・ 

第
３
回
飯
舘
村
行
政
区
長
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

21・24
日 

・ 

行
政
区
ヒ
ア
リ
ン
グ（
村
役
場
）

22
日 

・ 

読
書
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

22
～
23
日 

・ 「
ふ
く
し
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
2
」出
展（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

24
日 

・ 

定
例
教
育
委
員
会（
村
役
場
）

25
日 

・ 

飯
舘
村
議
会
第
９
回
臨
時
会（
議
場
）

26
日 

・ 

い
い
た
て
冬
ま
つ
り
／
第
1
回
飯
舘
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　
　   

／
い
い
た
て
冬
の
花
火（
い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館・ふ
か
や
風
の
子
広
場
他
）

26・27
日 

・ 

移
住
検
討
者
向
け
ツ
ア
ー「
ミ
チ
シ
ル
旅
」第
３
弾（
村
内
各
所
）

27
日 

・ 

福
島
く
ら
し
＆
し
ご
と
フ
ェ
ア
2
0
2
2（
東
京
都・東
京
交
通
会
館
）

27
～
29
日 

・ 

行
政
区
ヒ
ア
リ
ン
グ（
村
役
場
）

29
日 

・ 

二
瓶
麻
美
さ
ん
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
卒
業
式（
村
役
場
）

30
日 

・ 

福
島
県
立
医
科
大
学
保
健
科
学
部
実
習（
い
い
た
て
ホ
ー
ム
）

10月30日投開票  第22回福島県知事選挙
県知事選挙について飯舘村の投票結果をお知らせします

当日の投票所は、村役場ととうほう・みんなの文化
センター（福島市）に置かれました。開票作業（上の
写真）は、交流センター「ふれ愛館」で行いました。

いつものメンバーを中心に18人が参加しました。

　
11
月
13
日
、旧
臼
石
小
学
校
で
、

『
ま
る
ご
と
癒
し
in
飯
舘
旧
臼
石

小
学
校
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は「
ケ
ア
工
房
美
い
ず
」（
福

島
市
）。ネ
イ
ル
ケ
ア
や
カ
ラ
ー
セ
ラ

ピ
ー
、ア
ロ
マ
や
石
鹸
づ
く
り
な
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
行
わ
れ
た
他
、同

所
で
開
業
し
て
い
る「
は
り
・
き
ゅ
う

カ
シ
ェッ
ト
」の
お
試
し
体
験
も
人
気

を
集
め
ま
し
た
。ま
た
、ハ
ン
ド
メ
イ

ド
の
雑
貨
や
菓
子
の
販
売
、占
い
コ
ー

ナ
ー
な
ど
に
も
多
く
の
女
性
が
足
を

止
め
、休
日
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　前田行政区が、「放射線リスクコミュニケー
ション相談員支援センター」の協力で『キノコ
を測ってみよう』講座を開催しました。講座で
は、香茸（いのはな）の線量を測定し、乾燥で
高まり、茹でこぼしで下がる様子などを実験。
測定値を元に「いのはなご飯」にして食べた
場合の量で線量を推計するなど、専門家の解
説を通してリスクに対する知見を高めました。

■当日有権者数　４,３４３人
■投票者数　　　１,９３９人
　うち期日前投票者数　  １,２３７人
■投票率　　　　　　　４４.６５％
　福島県全体投票率　　４２.５８％

こ
の
秋
の
楽
し
い
イ
ベン
ト
の
様
子
が
届
き
ま
し
た
。

行
政
区
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
笑
顔
が
集
い
ま
し
た 

第１回区長杯パークゴルフ大会を開催しました。

11月３日 二枚橋・須萱行政区

「ガニマキ」を作って味わいました。

11月13日 大倉行政区

11月14日 前田公民館にて

※村内の「野生」のきのこの出荷・摂取は
　現在も制限されています。

リスコミ講座でキノコの線量を測定

当選　内堀まさお　   1,803票
　　　草野よしあき　   129票
　　　（無効投票数　　        7票）

各候補者の飯舘村での得票数

旧
臼
石
小
を
活
用

令和４年12月号令和４年12月号 3030令和４年12月号令和４年12月号3131

10月14日前田公民館にて



連載「はなれていても」 　故郷を離れて暮らす方々のそれぞれの言葉に耳を傾けます。

　
避
難
が
終
わ
れ
ば
帰
る
つ
も
り

で
、家
を
小
さ
く
立
て
替
え
ま
し

た
が
、避
難
前
に
大
病
を
し
た
妻

の
通
院
や
訪
問
看
護
も
あ
っ
て
、

福
島
市
で
の
生
活
が
続
い
て
い
ま

す
。比
曽
の
家
に
は
、息
子
夫
婦

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
た

ち
も
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
の
で
す
が
、

よ
く
立
ち
寄
って
く
れ
ま
す
ね
。

　
村
で
は
タ
バ
コ
農
家
を
やって
い

ま
し
た
。妻
も
病
気
を
す
る
前
は

丈
夫
で
、一緒
に
農
家
を
や
って
き

ま
し
た
。 は

な
れ
て
い
て
も

菅
野
　

民
雄

　  

さ
ん （
比 

曽
）
福
島
県
福
島
市
在
住

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」だ
よ
り

　
比
曽
に
は
、比
曽
村
の
時
代
か

ら
、地
域
の
人
が
大
切
に
し
て
き

た
４
つ
の
神
社
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
に
世
話
役
が
い
ま
す
が
、

大
事
な
こ
と
は
行
政
区
の
総
会

に
は
か
り
ま
す
。私
は
羽
山
神
社

の
総
代
に
な
っ
て
い
て
、葉
山
の一

番
上
に
あ
る
神
社
の
様
子
が
ず
っ

と
気
掛
か
り
で
し
た
。か
つ
て
は

山
仕
事
の
人
が
遠
く
か
ら
も
訪

れ
、お
祭
り
に
は
出
店
も
出
て
賑

わ
って
い
た
山
の
神
様
で
す
。長
い

避
難
が
あ
り
、戻
る
人
が
限
ら
れ

て
い
る
中
、参
道
が
荒
れ
て
参
拝

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。何

も
し
な
い
で
い
る
訳
に
は
い
か
な

い
と
、皆
に
相
談
し
、山
の
下
に
神

社
を
遷
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
人
の
協
力
を
得

て
、参
道
の
登
り
口
に
神
社
を
遷

す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。造
成

が
終
わ
り
、地
元
の
大
工
さ
ん
に

社
殿
を
建
て
て
も
ら
う
段
階
ま

で
き
ま
し
た
。道
路
に
近
い
場
所

に
社
殿
が
で
き
れ
ば
、今
度
は
誰

で
も
車
で
お
参
り
に
行
け
る
。そ

う
い
う
場
所
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
お
祭
り
は
旧
暦
の
4
月
。今
の

暦
だ
と
ち
ょ
う
ど
田
植
え
の
頃
で

す
。避
難
の
前
に
皆
で
集
ま
って
、

羽
山
神
社
の
お
祭
り
を
や
って
別

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
１
０
０
戸
程
の
家
が
あ
っ
た
け

れ
ど
、子
ど
も
の
頃
か
ら
知
って
い

て
、ど
こ
に
行
って
も
身
内
の
よ
う

で
し
た
。「
い
た
か
」「
お
茶
で
も

飲
ん
で
行
け
」と
や
っ
て
い
た
。街

の
暮
ら
し
に
は
な
い
よ
さ
が
あ
り

ま
し
た
。慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
で

余
生
を
過
ご
せ
た
ら
と
い
う
思
い

は
今
も
胸
に
あ
り
ま
す
よ
。

生産者の皆さんにおいしい食べ方を聞いてみよう！

　いもがらを作る時は、雨に当てないよう、霜に当てないよ
う気をつけて、しっかり乾かします。この秋は晴れの日が続
いたので、いもがら作りにはいい気候でしたね。我が家で
は、味噌汁に入れたり、炒め物にしたりして味わいます。アク
があるので、水で戻した後、サッと湯がいて水にさらしてか
ら使います。食感が残るよう、湯がく時間は加減してくださ
い。アクが抜けたら、ブツブツ切って使います。

水に浸して戻し、サッと湯がいてから使いましょう

いもがらの巻

「芋茎（いもくき）
＝里芋

の葉柄」を日に干し
た伝

統食。「ずいき」「わ
りな」

と呼ぶ地域もありま
す。

地域おこし協力隊
いいたてDIARY

ダイアリー

までいの食卓おいしい飯舘 ！おいしい飯舘 ！

味噌汁は定番です
ね。水で戻して湯が
いたいもがらに、
ジャガイモ、油揚げ
などを合わせて。味
わい深い一品。

うま
いっ

！

野
菜
づ
く
り
は
健
康
づ
く
り

で
も
あ
る
そ
う
で
す
。様
々

な
季
節
の
野
菜
を
道
の
駅
に

出
し
て
い
ま
す
。

齋藤タツ子 さん
      （深  谷）

　
交
流
セ
ン
タ
ー
館
内
も
ク
リ

ス
マ
ス
仕
様
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
入
口
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
、交
流
回
廊
の
図
書

ス
ペ
ー
ス
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵

本
や
サ
ン
タ
さ
ん
の
ガ
ー
ラ
ン

ド
を
飾
る
な
ど
、季
節
に
合
わ

せ
た
飾
り
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に

交
流
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

千 切 り の ダ イ コ
ン、色味にニンジ
ン、さつま揚げな
どに、戻して湯 が
いたいもがらを加
えて、炒め物に。

今月のライター

松尾 洋輝 さん

飯舘村地域おこし協力隊

11月には、図図倉庫もグランドオー
プンすることができ、カフェも週４回

（火、水、金、土）に増えました！

みなさんこんにちは。
協力隊２年目の松尾洋輝です。

もうすっかり寒くなりましたが、ここ数
か月はさまざまなイベントに、図図倉
庫トレーラーカフェとして出店させて
いただいておりました！

そのおかげで、少しずつですが認知
度も上がってきたのかなと感じてお
ります。

お時間ある方は、ぜひ図図倉庫に足
を運んでみてください！

※図図倉庫  飯舘村深谷字二本木前5-1（旧コメリ）

味付けは味噌や

　　醤油ベースで
味噌汁に…味噌汁に…

  いい味出ます  いい味出ます

炒めても炒めても

　おいしい！　おいしい！

Merry Christmas！
Merry Christmas！

    ＆Happy New Year!
    ＆Happy New Year! 今

年
も
た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

う 

つ
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ふるさと資源ふるさと資源
発掘図鑑

!
発掘図鑑

!

（10月21日から11月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出の時に住民係へ申し出てください。

ひとのうごき 　 令和４年10月31日現在

　●男　2,439人（−10）
　●女　2,426人（−７）
　　計　4,865人（−17）
世帯数　1,810戸（±０）

人   口 　今 月   （前月比）
　　転入　３人
　　転出    14人
　　出生　０人
　　死亡　６人
　   （住民基本台帳人口）

10月1日〜31日までの人口動態

結婚おめでとう

大  谷    李  輝 さん 

佐  藤    光  瑠 さん 

    氏　名　        　　　       出身地

二枚橋・須萱

 会津若松市

■ 

入
札
結
果
は
H
P
で
　
広
報
紙
上
で
公
表
し
て
き
た
入
札
結
果
は
、今
年
度
分
か
ら
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。随
時
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

飯舘村
   H Ｐ

ひとのうごきひとのうごき

どなたでも投稿できるコーナーですので皆さんも
身近な話題をどしどしお寄せください！

飯舘村広報委員会（村づくり推進課企画定住係）
☎0244-42-1613

皆さんからの情報や投稿でつくるペ
ージです

ふじおさんの
村民広報委員

宝宝さがしさがしいいたて

 一人ひとりの日々の営みが
          ふるさとを輝かせています

自然の中で！

HAPPY  WEDDING!

愛楽故郷味
あいらく ふるさと み

杉岡 誠 村長 の

おくやみ

   氏　名　 　  　       年齢　　    行政区

菅  野　ハルヨ

庄  司　芳  弘

髙  橋　正  臣

菅  野　　功

菅  野　新  一

菅  野　サワヨ

佐  藤　一  治

山  田　マキヨ
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小宮

草野

飯樋町

関根・松塚

関沢

伊丹沢

比曽

伊丹沢

ご冥福をお祈り申し上げます

「伊藤美智子さん（前田）の庭のミョウガに
自然の色とは思えない赤い色の花が！」と
いう情報をいただき撮影に。調べてみる
と、これは滅多にならないミョウガの実な
のだそうです（よく見る花は淡黄色）。 その
実が開いて白い種子が見えています。 大
変珍しく、吉兆とする地域もあるようです。

　夏の昼頃、新築の家の庭にきれいなレンガを敷き
詰めている夫婦の姿を見ました。佐藤英信・郁子夫妻
（深谷）でした。レンガ積みの後はピザ窯を造るとも話
してくれました。丸い笑顔の気さくな夫妻でした。
　今回訪ねてみると、案の定庭に２人の手造りのベラ
ンダと立派なピザ窯が出来ていました。
　令和３年に仙台からＵターン。終（つい）の棲家（す
みか）にとの想いからでした。帰って来た当時は震災
の前にあったスーパーも旅館もタクシー会社もなく、淋し
くも悲しくも感じたそうです。
　今は趣味で仲間と蕎麦打ちをし、テーブルやかわい
い木製の時計なども手造りしていて、畑にはかかしを
掲げ、野菜を栽培して、自分を楽しみ、自然を楽しんで
いると言います。お金では買えないものがこの飯舘村
にはいっぱいあって、他の人たちにもこのふるさと飯舘
村での生活を楽しんでほしいと熱く話してくれました。
　そんな、自然と今この一瞬を大事にすることが、私も
本当の心の宝だと思います。

　
ス
ス
キ
が
首
を
垂
れ
る
深
い
秋
。あ
ち
こ
ち
で
美
し
い
紅
葉
が
見

ら
れ
、気
温
の
変
化
や
風
景
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
11
月
で
し
た
。

＃ミョウガの赤い花 ！？
＃ミョウガの赤い花 ！？

庭や畑に、色鮮やかな「ざる菊」を数多く見
かけるようになりました。ザルを伏せたよう
な形からこの名で呼ばれます。赤・白・ピン
ク・黄色などがあり、モコモコと小山が連な
るように無数の小菊がぎっしりと咲く光景は
見事です。写真は大和田保男さん（八木沢・
芦原）の自宅に咲いた真紅のざる菊です。

＃秋を彩る「ざる菊」＃秋を彩る「ざる菊」

　

10
月
末
の「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
ま
つ
り
」で
は
、高
層
ビ
ル
に

囲
ま
れ
た
東
京
で「
小
宮
の
田
植
え
踊
り
」の
皆
さ
ん
が
村
の
伝
統

芸
能
を
ご
披
露
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、特
に
海
外
の
方
々
が
多
く

鑑
賞
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
11
月
13
日
に
は
大
玉
村
で
初
め
て
、「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」連
合
に
加
盟
す
る
県
内
五
町
村
合
同
物
産
展
が
開
催
さ

れ
、初
出
店
の「
村
カ
フェ
7
5
3
」さ
ん
の
ベ
ー
グ
ル
、飯
舘
村
産
牛

1
0
0
%
の
ビ
ー
フ
バ
ー
ガ
ー
が
い
ち
早
く
売
り
切
れ
る
な
ど
、多

く
の
方
々
に
ご
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。「
小
宮
の
田
植
え
踊
り
」も

素
晴
ら
し
く
、村
産
品
も
人
気
を
博
し
て
、飯
舘
村
の
魅
力
を
存

分
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
か
ら
連
続
34
回
出
場
の「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」。今
年
は

補
欠
な
し
で
の
出
場
で
チ
ー
ム
全
体
が
大
き
な
緊
張
感
に
包
ま
れ

て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、昨
年
よ
り
16
分
も
タ
イ
ム
を
短
縮
す

る
激
走
に
勇
気
と
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。村
を
代
表
し
て
の

堂
々
と
し
た
走
り
、そ
の
思
い
の
ほ
ど
に
目
頭
を
熱
く
し
ま
し
た
。

　

飯
舘
村
で
開
業
し
、県
内
外
に
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
名
店「
椏

久
里
珈
琲
」が
め
で
た
く
30
周
年
を
迎
え
た
こ
と
も
、村
に
と
っ
て

喜
ば
し
い
ト
ピ
ッ
ク
の
ひ
と
つ
で
す
。長
年
に
亘
り
、大
切
に
お
店
を

育
て
ら
れ
た
こ
と
に
改
め
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
飯
舘
村
を
支
え
る
の
は
、お
一
人
お
ひ
と
り
の
日
々
の

営
み
そ
の
も
の
で
す
。有
り
難
き
ご
縁
を
大
切
に
人
が
人
を
思
う

心
、ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
、そ
れ
ら
が
無
二
の
魅
力
と
な
っ
て
、確

か
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

冬
に
向
け
、ワ
ク
ワ
ク
す
る
楽
し
い
イ
ベン
ト
に
も
奮
って
ご
参
加

く
だ
さ
い
。季
節
の
変
わ
り
目
、皆
さ
ま
是
非
ご
自
愛
さ
れ
な
が
ら

お
過
ご
し
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

第５回

実
り
の
秋

実
り
の
秋

実実
りり
のの
秋秋
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